真綿で首を絞めるように何も言えな
くなってしまう危機感からの投稿。
２０１８年９月２４日　　　　　　　　　　　　　　石川康子（布田）
　昨日（9月22日）「九条の会・まつざわ」（世田谷区）の学習会に参加したのですが、そこでびっくりするような話を聞きました。下村由一さん（ドイツ史）が、「ナチス第三帝国と科学独占企業IGファルベン　－　ナチス支配のもとで利益を得たもの」というテーマで話されたのですが、会の方がそのチラシを区役所に貼らせてもらいに行ったら「過激な文言がある」と難色を示されたというのです。ちらしにはタイトルと、日時・場所・主催者・連絡先など必要事項のほかには「日本と軍事同盟を結んだナチスドイツの学習は、きっと示唆に富んだ内容になると思います。Welcome !」と書いてあるだけでした。今までこんなことはなかったそうです。
そして今日は沖縄からもっと驚くべき情報がメールで飛び込んできました。県知事選挙の投票所で、誰に投票したかを写メールで送信するということが行われているのだそうです。名護市長選も滅茶苦茶だったそうで、基地反対というだけではなく、補助金をカットされる中で的確な経済政策をとり、給食無料化を実現するなど多くの実績を挙げ、人望も高い稲峯前市長がまさかの落選という結果に終わったのでしたが、今真っ只中の県知事選では更にひどいことが行われているようです。
　下村さんは「現代の日本ではナチの行ったような暴力的な弾圧は起こらないと思う。なぜなら、弾圧すべき強力な労働運動も反体制運動もないから」と述べられましたが、思想統制はこういう形でじわじわと迫ってきています。
　9月14日の「九条の会」の記者会見で、澤地久枝さんが、議員会館にはいろうとして「アベ政治を許さない」のタグを隠せと言われて衝撃を受け、「焼身自殺を考えた」と話しています。いつのころからか、「9条」のタグなども隠せ、といわれるようになりました。7月に「安保法制違憲訴訟」の報告会に参加したときも、守衛にバッグにつけている9条のタグを隠さなければ入れないと言われました。「どうしてですか」と訊くと「規則です」とのこと、「ここは議員会館でしょう。どんな政治的主張も許されるはずです。どんな規則ですか？見せてください」というと「見せられません」と言って、立ちはだかるのです。守衛とけんかしても仕方がないので、地元の山添議員にメールして「議員会館は議員の自治で運営されるべき、そんな規則があるなら廃止してほしいし、ないなら、でたらめを言って市民を脅さないよう職員に徹底してほしい」と申し入れました。
　議員会館でこんなことがまかり通っているのです。こんなことを見過ごしていたら、真綿で首を絞めるように、何も言えなくなってしまうという危機感で、投稿しました。

